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この事業の開始当初は、ほぼ全国の研修会場から「当事者（対象者）にほめ

るところなどあるはずない」 「ほめたらつけあがるだけ」 「 そもそも面接に来ない」

「来ても話をしない当事者にＳ Ｓ Ｔなんてできるわけがない」などの声が聞こえて

いました。  

SST 研修では、まず SST の基本的な考え方を学び、当事者を「ほめる」演習

に時間がかけられます。「ほめる」には、当事者としっかり向き合うことが必要とな

ります。こちらが当事者を見ず、話を聞かず、安易にほめれば本人を不快にさせる

だけでなく、保護司に心を閉ざしてしまう可能性があります。また、「面接に来ない

当事者」 「話をしない当事者」の対応には、問題解決法やコインマップを活用し

ます。参加者それぞれが保護司役、当事者役となって演習することで「当事者役

をやって初めて当事者の気持ちがわかった」「保護司役の先輩保護司の対応が

とても参考になった」などの感想が出ていました。当事者に問題があるからうまく

いかないのは仕方がないという考え方から、保護司が当事者の気持ちに向き合

い対応を工夫すれば、当事者も変わるかも知れないという考え方に変化していき

ます。  

これまでの研修の振り返りでは、「もっと早くこういう研修を受けたかった」 「皆

が保護司という仲間であることを実感した」 「保護司として明日から頑張ろうと

いう気になった」という声を多く聞きました。SST 研修は、面接効果を上げるため

の処遇技法を学ぶ場であると同時に、保護司仲間と共に活動したいという意欲

の向上にも寄与していると確信しています。  

最近の研修では、面接の約束の時間に遅れてきた当事者に対し「待っている

のに遅れてきて、何してたんだ！ 」 と厳しく叱責するという保護司の事例が出ると、

嬉しいことに「こんな保護司はいない」という意見が出るようになり、SST 研修が

果たすべき一つの役割は終えたと言えるかもしれません。  

 しかし、時の経過と共に、コミュニケーションの考え方や取り方は変化しています。

当事者との信頼関係を築くために、より良いコミュニケーションを学び、保護司と

しての力を高める様々な研修の場を引き続き用意してまいります。  


